




私たちは劇場のことならなんでもやっている、
トータル・シアタープロデュース・カンパニーです。



シアターワークショップの願い
どこでも劇場、すべてが劇場、世界が劇場。
劇場のある暮らしをみんなで楽しむ、そんな環境をつくることが私たちの願いです。
生活の中に音楽やダンス、さまざまなパフォーマンスがあって、
年齢も性別もあらゆる違いを超えて共感を呼び起こし、感動や交流の輪が拡がってゆく。
舞台芸術の魅力を活かしたコミュニティづくりをお手伝いします。

私たちは劇場のことならなんでもやっている、
トータル・シアタープロデュース・カンパニーです。



シアターワークショップスタイル
劇場づくりのはじの一歩から市民のみなさんと一緒に
つくりあげる、それが私たちのやり方です。
そのまちに暮らす人々のたくさんの想いや要望を伺いながら
劇場、ホールに命を吹き込んでいきます。
新しい家族の誕生を待ち望む家族や友人の一員のように
限りない愛情を注ぎこみながら劇場をプロデュースします。



トータル・シアタープロデュース　
私たちは、企画構想段階から、施設の設置者、設計する建築家、利用する
アーティストや観客となる人々と一緒になって、設計・施工、舞台技術、
管理運営計画や開館準備作業、そして開館後の施設運営やそこで行われる
事業まで、劇場に関することはなんでもお手伝いしています。

劇場
コンサルティング

舞台技術文化事業
プロデュース

文化施設運営

トータル・シアタープロデュース



トータル・シアタープロデュース事業内容
トータル・シアタープロデュース企業として
最適なタイミングで各ジャンルの専門家がプロジェクトに参加し
最高のサービスを提供します。

トータル・シアタープロデュース

舞台技術
劇場の設計から加わり、
舞台特殊設備の提案から

イベントの舞台・音響・ 照明・映像の
プランニング・オペレートまで

手掛けています。

劇場コンサルティング
企画から設計・管理運営計画の

コンサルティングを行い、
劇場・ホール・イベントスペース・

広場をつくる
お手伝いをしています。

計画・設計段階のコンセプトに
基づき文化施設の

管理運営・営業を行い、
地域の一員として

施設を育てています。

文化施設運営

文化事業プロデュース
各種公演からワークショップまで、

文化事業を通した
施設ブランディングや
市民と共に地域文化の

発信をしています。



劇場をつくる
私たちはその地で暮らしている方たちと一緒になって、基本構想から設計、開館後の
管理運営計画、改修まで、劇場づくりのすべてをお手伝いします。
1983年の創立から収集してきたデータや調査結果、積み重ねてきたハード・ソフト
両面の経験を活かし、社内、そして国内外の専門家や、既存施設とのネットワークで
構成した最強のチームで取り組みます。

劇場コンサルティング

調査〈ソフト・ハード〉

立地・敷地や施設整備の動向など建設企画段階の調査から施
設運営や公演実態に関する運営段階の調査まで、劇場・ホー
ルに関する一切の調査を行います。
劇場・ホールを取り巻く状況を把握しながら、より活発な文化
芸術活動を行うための基盤をつくります。

基本構想・基本計画　〈ソフト・ハード〉

基本構想・基本計画は施設の土台を担う重要な段階です。
基本構想では、全国的な文化施設の傾向や地域的な背景をも
とに基本理念、設置目的を決定し、施設の性格や規模、構成、
管理運営の基本的な方針を検討します。
基本計画では、敷地に対する整理やモデルプランの作成、概
算面積、概算建築費などを検討します。

設計者選定協力〈ハード〉

設計者選定は、基本計画などの企画段階から設計段階に移行
する期間に行われます。
大きくコンペ方式とプロポーザル方式があります。コンペ方式
は、設計案を対象に、プロポーザル方式は課題などに対する
提案を対象に選定を行い、ヒアリングを実施します。

住民参加ファシリテート〈ソフト〉

公共ホールでは、計画段階からの住民参加がアカウンタビリ
ティの視点からも必須の条件になっています。
人々の想いをくみとって計画に反映させること、また一方で、
計画の内容を地域の方に理解してもらうことが大切です。
基本構想や施設計画、管理運営計画の策定など、あらゆる
場面での“住民参加”を支えます。



設計・施工コンサルティング〈ハード〉

劇場建築は利用形態や上演演目によって、それぞれに異なる
機能や施設構成が要求される建物です。
施設全体の機能や構成という総合的な視点から、スタッフや利
用者の細かな使い勝手に至るまで、さまざまな角度で検討を
行います。
舞台技術者などの意図を設計者や施工担当者に伝え、運営に
最適な建築や設備を提案し、使いやすい施設の完成を目指し
ます。

仕込図・設備説明書の作成〈ハード〉

利用者にとってなくてはならない、舞台の寸法や設備に関する
情報、座席表などを図面化した仕込図や、詳細な設備内容を
取りまとめた設備説明書を作成します。

備品選定協力〈ハード〉

施設の各種備品について、備品予算検討、各種備品の絞り込み、
配置計画、数量の検討、備品リストの作成、発注用資料・備品
台帳作成など、備品業務にかかわる一切の業務を行います。

管理運営計画コンサルティング〈ソフト〉

劇場の計画では、基本コンセプトや基本理念に基づいて、「ど
のような事業を行うのか」、「どのように使用するのか」など、
管理運営に関する計画や方針が重要です。
運営方針や組織体制を施設計画に反映させ、魅力的な劇場と
するために、管理運営計画の検討を行います。

開館準備支援〈ソフト〉

PFI の導入や指定管理者募集を行う自治体に対する募集・選
定業務や事業者決定後の準備業務の整理、事業参加を図る民
間企業の提案書作成、事業実施など関連業務を広くサポート
します。
また、開館前の職員やボランティアスタッフの研修など、開館
に向けた 準備支援を行います。

改修計画〈ソフト・ハード〉

改修に必要な調査を行い、改修計画を立案します。
舞台機構設備・舞台照明設備・舞台音響設備を中心に劇場
内の作業環境や設備面の安全を確保し、利用者に最高のサー
ビスを提供できる新しい時代に即した施設にすることを目指
します。



空間を演出する
舞台・音響・照明・映像、それぞれの豊かな経験を持つ舞台技術の専門チームが、
施設の個性やお悩みに柔軟に、徹底的に向き合い、操作性やメンテナンス面などの
将来を見据えた使いやすい舞台設備をご提案します。
デザインから、オペレーション、文化施設の常駐技術員まで、舞台技術で劇場を彩り
ます。

舞台機構・演出機材のコンサルティング
劇場・ホール・イベントスペースなどの設計段階から、劇場コ
ンサルティングのチームの一員として、その施設の環境条件
や特性、利用者目線の使い勝手、トレンド、メンテナンス性、
予算などを加味した機構・機材をご提案します。

施設改修・メンテナンス時の
舞台技術コンサルティング
よく使用される機材の傾向やお困りごとなど、現状をじっくり
とお聞きし、収納スペースやメンテナンス性も考慮しながらよ
りパフォーマンスを高めるご提案をします。

舞台技術

技術指導
演出機材の仕様や実際の使用方法を、現地スタッフの方が習
得できるよう、直接コミュニケーションを図りながら支援します。
国内外を問わず、現地までうかがいます。

常駐技術管理
文化施設の開館後、技術スタッフが現場に常駐し、直接、舞台
演出機材・備品の管理・メンテナンスなどを行います。
催事に伴い利用者への技術支援や、施設を利用する外部技術者
との調整作業などを行い、円滑な開催をサポートします。

オペレートスタッフ
イベントの技術スタッフとして参加します。事前に進行やご希
望の演出内容について打ち合わせを行い、実施会場や予算に
適した舞台・音響・照明・映像の専門オペレートスタッフや
機材を手配します。



施設を育てる
開館し利用が始まるところが、施設の本当のスタートラインです。施設が生まれる
前から携わっている会社だからこそ、施設のつくり手の想いを引き継ぎ、コンセプトと
時代にそった運営をご提案します。
最高の施設を最適な状態で、ホスピタリティ豊かにご提供し、オーナーや地域の方
たちと一緒に施設を育てます。

文化施設運営

施設の運営管理
劇場・ホールなどの文化施設やイベントスペース、イベント広
場など、民間や公共を問わず、さまざまな施設の運営管理に
参画しています。
計画段階のコンサルティング業務から引き続き、一気通貫で
運営管理業務を受託する事例もあります。

開館準備
開館に向け、使用規約や申込書、使用者マニュアル、稼働状況
管理のための台帳など必要書類を作成するほか、問い合わせ窓
口など準備室の開設や公式 HP の立ち上げなども行います。

常駐管理
施設にスタッフが常駐し、現場で運営管理を行います。
利用者からの問い合わせ対応や予約台帳管理、舞台設備や貸し
出し備品の管理・保全を実施します。
また、オーナーや施設内のテナント、防災センター、施設外で
はその地域の一員として地元の方たちと交流するなど、幅広い
ステークホルダーと連携し、より良い施設環境を構築します。

公演・イベントの立ち合い
貸し出しスペースを催事で使用する方に向け、内覧対応から
事前打ち合わせを経て、図面、進行表、搬入計画などの確認を
行い、安心安全に、よりイベントを効果的に開催していた
だけるようサポートします。

営業施策
利用傾向など現状分析をするとともに、市場動向を調べ、キャ
ンペーン企画やそれに伴う販促物の作成、WEB 広告の活用、
訪問営業など、ブランディングや施設の活性化のための営業
施策をオーナーと共に協議しながら実施します。

自主事業の実施
オープニングや周年イベントなど、施設のブランディングや地
域交流の活性化を目的に、社内の文化事業専門のチームと一
緒に自主事業の企画制作やコンテンツホルダーとの共催事業
も展開しています。
とくにオープニングイベントでは、施設の開館前から劇場コン
サルティングチームの一員として加わり、地域の方たちに参加
いただけるイベントを行います。

全国施設一覧



感動を生み出す
芸術鑑賞の機会はもちろんのこと、創造や育成、交流などを目的として地域・施設に
根ざした文化事業の企画・制作・運営を手掛けています。
カスタムメイドのイベントで中・長期的な施設のブランディングや地域文化の魅力
発信を行うほか、時には施設を飛び出し、広場や学校、街中を舞台に、みなさんと
体験や感動を共有します。

文化事業の企画
鑑賞・普及・創造・交流などの目的にあわせ、クラシック、ポッ
プス、演劇、ミュージカル、ダンス、古典芸能など多彩な舞
台芸術イベント、フェスティバル、体験型のワークショップ、
さらにより生活文化に根ざしたイベントなど、幅広い文化事業
をオーダーメイドで企画しています。

文化事業の制作・実施
企画の作成・提案に始まり、決定後は予算の作成と管理、出
演者のブッキングと調整、広報・宣伝、台本・進行表・舞台
図等の作成、票券管理、舞台技術・運営スタッフの手配など
を行い、開催日当日は搬入立ち合いから公演の進行運営、安
全管理まで対応します。
終了後は報告書を提出し、次回へ繋げるご提案をします。

地域の方たちの発信力向上をサポート
私たちが地元文化を発信するイベントを企画するのはもちろ
んのこと、レセプショニスト養成講座の実施など、地域の方
たちが施設やイベントの運営に関わる仕掛けづくりを行い、
NPO 団体の結成へ繋げていくなど、市民自身の文化発信力
向上をお手伝いしています。

指定管理者制度への参画
各地の文化施設の指定管理者として、市民サービスの向上、
地元文化・地域コミュニティの活性化を目的に文化事業を企画・
実施している実績が多数あります。

中・長期事業計画、ブランディング
公共・民間、新規・既存を問わず、その施設のコンセプトに
基づき、地域の方に愛され、コミュニティや文化芸術の発信
地になるよう、周年イベントの開催や中・長期に渡る自主事業
計画をご提案し、実施します。

新しいコンテンツの発掘・展開
上演団体やアーティストなど、さまざまなコンテンツホルダー
と一緒に時代に即した新しい企画を生み出しています。
アーティストの発表の機会を創出し、施設や自治体、地域の
方たちと新たなご縁を結びます。

文化事業プロデュース



シアターワークショップの活動

東京都内のイベントスペース、イベントホールなどのレンタルスペースを保有及び運営する企業や団体に呼びかけ、 
2017年に協議会を発足し、翌年に協会として活動を開始。スペースレンタル業の産業基盤の確立と底上げ、業界の
活性化を目的に活動しています。とくに新型コロナウイルスによる感染症拡大防止のための措置や、イベント自粛の
ような業界全体に打撃を与える大きな出来事が起きた際には、企業や施設の枠組みを飛び越え、各施設の現状や施策
など、情報交換を行いました。情報交換会や勉強会、業界基準や約款の制定、人材交流に取り組んでいます。

Vol.01『2030 年モデルの提案』（2024年4月）

Vol.05『コンサートホールのつくりかた　
― 豊田泰久＆伊東正示 二人だけの同窓会―』（2021年12月）

劇場セミナー

イベントスペース協会

シアターワークショップが企画・主催し実施
してきた『劇場セミナー』。
劇場を「つくる人・設計する人・使う人」たちを
横断的につないで議論し、劇場を中心とした

“まち”の未来を描きます。
近年は都市開発、音響設計、舞台演出など、
第一線で活躍する専門家をゲストにお迎えし、
さまざまな角度からお話を伺いました。
その様子はオンラインでも同時配信し、全国か
ら多くの方に参加いただいております。（アー
カイブ公開中）
また、セミナーの後に現地会場で開かれる
懇親会では、参加くださった多くの方たち
によって、業種や専門分野を越えた交流が
生まれています。

劇場・ホールに関することはなんでもやってきたトータル・シアター
プロデュース・カンパニーとして、劇場づくりのノウハウやホール運営の
経験、指定管理者などの文化事業の場で学んだことを、分野の垣根を
越え多くの方たちと共有し、これからの劇場づくりについて一緒に
考える取り組みを行っています。

【教育】
伊東 正示
早稲田大学 理工学部 非常勤講師 （1987～1988年）

早稲田大学 文学部 非常勤講師 （1999～2002年）

早稲田大学 文学部 客員教授 （2002～2005年）

慶応義塾大学 文学部 ゲスト講師
　「現代芸術制作論（アート・プロデュース）」（1992～2012年）

ICS カレッジオブアーツ インテレクティヴデザイン科 講師 （1995～1997年）

昭和音楽大学 音楽学部 音楽芸術運営学科 非常勤講師 （2001～2008年）

東京理科大学 理工学部 非常勤講師 （2004～2015年）

実践女子大学 文学部 非常勤講師 （2015～2017年）

小林 徹也
早稲田大学 創造理工学部 非常勤講師 （2023年～）

小池 浩子
上智大学 文学部 非常勤講師 （2024年）

【主な登壇・出演】
伊東 正示
• 世界劇場会議国際フォーラム 2024 in 長久手
  『劇場100年時代は来るのか～ハードとソフトの相関関係』（2024年2月）

• 日本能率協会「ProLight & ProVisual」
  『新たな劇空間の創造 －日常がドラマ、だれでも主役、まちこそ劇場－』（2024年2月）

丸山 健史
• INTERNATIONAL THEATRE ENGINEERING & ARCHITECTURE 
　CONFERENCE2023 （2023年9月）

【書籍】
伊東 正示
•『SD 別冊 No.24 演劇のための空間』（1994年）　鹿島出版会　編著
•『はじまりのアートマネジメント』
  「第5 章3 節　劇場、音楽堂等のリスクマネジメント」（2021年）　水曜社　共著

登壇・公演 等

小池 浩子　執行役員
劇場プロデュース部門・事業開発室伊東塾

2024年度からは『劇場セミナー』の新シリーズ
としてシアターワークショップ代表・伊東正示
が講師を務める『伊東塾』を開催しています。
早稲田大学で劇場建築研究を始めて50年、
シアターワークショップを設立してからの40年。
多くの先輩からたくさん学び、仲間たちや後
輩たちと共に悩み、共に考え、理想とする劇
場を追求してきました。その歩みを振り返りな
がら、次の時代に向けて、劇場への想いを語
ります。

小林 徹也　執行役員
劇場プロデュース部門・事業開発室

図版　入手待ち

丸山 健史　執行役員
運営プロデュース部門・事業開発室



　僕の母校である成城学園初等学校には、劇や舞踊、
映画という授業があり、子どもの頃からごく自然に、
演じる楽しさや踊る喜びを体得してきました。そして、
劇の発表会では、みんなが力を合わせて頑張ることの
大切さや、観客のあたたかい反応が演じ手にとって
なによりの助けになることを知ったのです。
　早稲田大学では建築を専攻し、大学院では大好きな
演劇と建築が出会う場である劇場の研究を選び、修士
課程では「小劇場」の劇空間の研究を、そして、博士
課程では公立ホールのネットワーク化の研究を行い
ました。
　その後、文化庁のメンバーとして新国立劇場の設立
準備業務に参加し、また、早稲田大学安東勝男研究室
では『劇場セミナー』を開催して、知識を拡げ、経験を
積み、さまざまな劇場関係の専門家との人脈を構築
していきました。
　そして、香川県県民ホールの建設プロジェクトへの
参加をきっかけに、1983年に劇場コンサルティング
事務所を立ち上げたのです。
　一緒に汗をかき、身も心も持てるものはすべて使っ
てお手伝いするという覚悟からシアターワークショップ
という名前を付けました。
　常にプロジェクトを下から支えることを基本姿勢とし、
わかりやすい提案資料や豊富な説明資料を準備し、
また、地域の人々とのワークショップを重ねることで、
時代をリードする施設を、地域の総力でつくり上げる
というスタイルを確立してきました。
　これからも多くの専門家や地域のすべての人たち
とのコラボレーションで、みんなに愛されるホールを
スタッフ一同、全力でプロデュースしていきます。

シアターワークショップ代表取締役

メッセージ

伊東正示 ( いとう・まさじ )
Masaji Ito

一般社団法人日本建築学会 会員
一般社団法人日本建築家協会 会員
劇場芸術国際組織 (OISTAT) 日本センター 副会長 ⁄
　建築・技術委員会 委員長
公益社団法人劇場演出空間技術協会 (JATET) 理事長
一般社団法人日本劇場技術者連盟 副理事長
一般財団法人北上市文化創造 理事長
一般財団法人日本劇作家協会 会員
文化経済学会〈日本〉会員
日本アートマネジメント学会 関東部会 委員
公益財団法人文京アカデミー 
　シビックホール鑑賞事業運営委員会 委員
高知市文化プラザかるぽーと 副館長
一般社団法人カダーレ文化芸術振興会 理事
座・高円寺 劇場創造アカデミー講師
小金井市民交流センター運営協議会 委員
あきた芸術劇場アドバイザー
公益社団法人全国公立文化施設協会 コーディネーター

< 経歴 >
1952　　　 千葉県船橋市生まれ
1975　　　 早稲田大学理工学部 建築学科卒
1975-1977 同大学院修士課程 修士論文 『実験劇場研究』
1977-1983 同大学院博士課程
1981-1994 文化庁文化部文化普及課
　　　　　　( 仮称 ) 第二国立劇場設立準備室 非常勤調査員
1983-1985 早稲田大学研究生として安東研究室に在籍
1985-1986 早稲田大学理工学研究所 奨励研究生
1986-1987 早稲田大学理工学研究所 特別研究員
1987-1988 早稲田大学理工学部 非常勤講師
1992-2012 慶應義塾大学 文学部
　　　　　　「現代芸術制作論(アート・プロデュース)」ゲスト講師
1995-1997 ICS カレッジオブアーツ
　　　　　　 インテレクティヴデザイン科 講師
1999-2002 早稲田大学文学部 非常勤講師
2001-2008 昭和音楽大学 音楽学部 非常勤講師
2002-2005 早稲田大学文学部 客員教授
2004-2015 東京理科大学理工学部 非常勤講師
2015-2017 実践女子大学 文学部 非常勤講師

1983-　　　シアターワークショップ設立。
　　　　　　 代表取締役に就任し、現在に至る。

< 受賞歴 >
2008　　　日本建築学会賞 ( 業績 )
　　　　　 「職能としての劇場コンサルタントの確立と一連の業績」
2015　　　稲門建築会特別功労賞
2021　　　文化庁長官表彰



■会社名	 　　　株式会社シアターワークショップ
■代表者	 　　　代表取締役 伊東正示
■所在地	 　　　〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6-23-3 第9SYビル4階
■TEL	 　　　03-5766-3555
■FAX	 　　　03-6433-5390
■MAIL	 　　　info@theatre-workshop.co.jp
■URL	 　　　https://theatre-workshop.co.jp
■設立	 　　　1983（昭和58）年 11月
■取引金融機関　  三菱UFJ銀行 渋谷支店
■資本金	 　　　1,015万円

■事業内容
  1．劇場、ホール等の施設建設に関する企画並びに指導
  2．劇場、ホール等の施設管理及び運営に関する指導
  3．劇場、ホール等の施設管理及び運営
  4．劇場、ホール等の設備及び利用状況に関する調査
  5．建築物の設計及び監理
  6．地域開発、都市開発及び環境整備に関する調査、企画、設計並びにコンサルティング業務
  7．映画、演劇、講演、コンサート、展示会並びにイベントの企画及び運営に関する業務
  8．劇場、ホール等の照明設備、音響設備、映像設備、舞台機構設備及びその他大道具設備等
      備品類の輸入、卸売、企画、製作、販売、仲介及び販売代理に関する業務
  9．海外アーティスト等の招聘並びにマネージメント
10．広告、宣伝の企画及び製作
11．劇場、ホール等のスタッフ用ウェア、シューズ及びその他周辺グッズに関する企画、開発、
      デザイン及び販売
12．飲食店の経営
13．労働者派遣事業
14．前各号に附帯関連する一切の業務

■所属団体
公益社団法人劇場演出空間技術協会 正会員
一般社団法人日本劇場技術者連盟 正会員
公益社団法人企業メセナ協議会 準会員
公益社団法人全国公立文化施設協会 賛助会員
一般社団法人舞台技術者連合 賛助会員

■受賞歴
1996年 USITT Architecture Awards, Merit Award受賞
           （米国劇場技術協会建築賞） 彩の国さいたま芸術劇場
1999年 第19回東北建築賞作品賞受賞 久慈市山村文化交流センター おらほーる
2004年 グッドデザイン賞 北上市文化交流センター さくらホール
2008年 日本建築学会賞（業績）受賞（職能としての劇場コンサルタントの確立と一連の業績）※

2010年 BCS賞（建築業協会賞） いわき芸術文化交流館 アリオス
2010年 USITT Architecture Awards, Merit Award受賞
           （米国劇場技術協会建築賞） いわき芸術文化交流館 アリオス
2013年 第33回東北建築賞作品賞受賞 由利本荘市文化交流館 カダーレ
2014年 第31回福島県建築文化賞 優秀賞受賞 いわき芸術文化交流館 アリオス
2016年 稲門建築会特別功労賞※

2021年 グッドデザイン賞 グリーンスプリングス
2021年 文化庁長官表彰※

2022年 BCS賞 GREEN SPRINGS
            グッドデザイン賞　公共建築　平塚文化芸術ホール・見附台公園
2023年 BCS 賞 新宮市文化複合施設（丹鶴ホール）

※は弊社代表・伊東正示受賞

会社概要

（2024年度時点）
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